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液体状態 (主 として室温)のHgに関するⅩ線回折の測定は数多 く発表 され

ているが,最近の測定精度の著 しい向上に も示かわらずその散乱強度曲線は一

致を欠いているO･すなゎちmain､p占dkの高角痩側に強度の異常あるいは st如飽k

の存在を報告 し̀てい- 究･(･禦･e)ぁ?十 *'た読 研究(3憐 れを見由していない｡

過去のこれらの研究の試料処鹿の仕方を謝べ七み ると,ある研究では兼溜して

得たHg･液体を一度固体にしているが別の研究では兼溶液化 したまま用いてい

る｡そこで我々は,上述の不一致は試料の処理条件による液体状態における原

子分 布の相違に由来するのではなかろうか と考え,この点に着目して.X線回折

ならびに粘性の測定を行な ったo

Fig.1にX線回折の結果を示す0 200ccで真空未溜して得たHg液体ゐ室

温におけるⅩ練回折強度曲線にはmainpeakの高角度側に何も異常は観測 され
I

ないが･蒸溜液化後一度固体にした後に再び融解して得 たfJダ液体の回折曲線

には明らかにmainpeak高角度側にshoulderが認やられるOとの shoulderは

室温に200時間以上おいても消失しないが, 70℃以上に加熱するたゞちに消失

するQ,またshoulderはH夢 液体を如何に冷却しても一度固化しないか ぎり決し

.て現われない｡

Fig.2 に粘性の測定結果を暮 す｡蒸潜血より気相から凝縮させた.tlg液体

の粘性は温度の低下とともに図中の一◎- 印の曲線にしたが って融点まで増大

して行く0-度固体に した後温度を上昇させると一十終一印の曲線にしたがい粘/

性は減少する.､この 2つの曲線は融点から7UoC附近の温度範囲では一致せず,
9､

この温度儀域では明ちかに粘性に温度履廠現象が兄い出される.

このように王野液体の構造には一度固体状態を経るか否かにより明確に差異
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竹内栄'鈴木轟爾,飯円孝道,早稲田寡夫 HgのⅩ観 相射こよる温度脚 象

が存在し, この差異は融点から70℃ の範囲で履歴現象を示す ことがⅩ線 と粘

性の測定よ り明 らかにな った｡
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蔑 金 属 合一金 の 混 合 熱
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Ag,Cu の農金属とⅠn･Sn,Sb 等の多価金確との二元合金は閣佐状態にめい

て･種々の電子化合物を作る｡埠体状態に於いて も電子化合物の存在する組成

附近でいろいろな物理的性質,例えは密度電気抵抗帯磁率等で通常の自由電子

近似では説明で きない興味深い異常性が見出されている｡東にⅩ線回折等の構

造解析の研究についても,例 えはCu-Sn合金系ではmainpeakが doublepcak
L_i._

として現れ,通 常の合金系とは異 った碍噂を孝一る声とが知 られているOこれら

の挙動に対 して･各方面からいろいろ な考察がなされでいるが固体状態で存在
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